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２
０
２
１
年
　
司
教
年
頭
書
簡
を
受
け
て

　
第
５
回
　
救
い
の
約
束
と
信
仰
の
喜
び

　
今
年
、
東
日
本
大
震
災
・
大
津
波
か
ら
10
年
が
経
ち
ま

し
た
。
被
災
地
で
は
日
に
日
に
復
興
が
目
に
見
え
る
形
で

な
さ
れ
、
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
目
に
見
え

る
復
興
だ
け
で
な
く
、
目
に
見
え
な
い
心
の
復
興
に
は
、

ま
だ
ま
だ
時
間
が
か
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
被
災
地

を
忘
れ
る
こ
と
な
く
お
祈
り
を
続
け
、
関
心
を
持
ち
続
け

て
く
だ
さ
る
こ
と
に
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
自
身
も
、
仙
台
教
区
に
派
遣
さ
れ
て
10
年
を
迎
え
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
岩
手
県
の
大
船
渡
教
会
、
仙
台
市
中

心
部
の
諸
教
会
、
そ
し
て
、
現
在
の
第
５
地
区
（
石
巻
、

古
川
、
塩
釜
、
東
仙
台
、
北
仙
台
、
西
仙
台
）
の
６
教
会

の
担
当
と
任
地
は
変
わ
り
ま
し
た
が
、
私
に
強
烈
な
イ
ン

パ
ク
ト
を
与
え
た
大
船
渡
教
会
で
の
体
験
を
忘
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
津
波
の
被
害
で
更
地
と
な
っ
た
周
囲
に
囲
ま
れ
て
、

真
っ
暗
な
中
で
日
々
を
過
ご
し
、
あ
る
日
設
置
さ
れ
た
自

動
販
売
機
の
明
る
さ
に
心
が
ほ
っ
と
す
る
体
験
も
し
ま
し

た
。
ま
た
、
大
震
災
を
体
験
し
、
家
族
や
友
人
た
ち
を
失

い
な
が
ら
も
、
懸
命
に
毎
日
を
生
き
る
人
た
ち
と
の
出
会

い
の
ひ
と
時
も
体
験
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
あ
る
意
味
、
教

会
が
「
野
戦
病
院
」
と
し
て
、
人
々
の
中
に
あ
り
続
け
た

体
験
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
し
て
、
昨
年
来
の
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
再
び
教
会

は
「
野
戦
病
院
」
と
し
て
、
存
在
し
続
け
る
よ
う
に
招
か

れ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
仙
台
教
区
で
も
公
開
ミ
サ

の
中
止
や
、
聖
体
拝
領
だ
け
の
式
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

本
稿
執
筆
時
点
で
は
再
び
感
染
者
数
が
急
増
し
、
二
年
連

続
で
聖
週
間
典
礼
が
で
き
ず
、
復
活
祭
ミ
サ
も
公
開
ミ
サ

も
中
止
さ
れ
、
さ
み
だ
れ
式
に
来
ら
れ
る
信
者
さ
ん
た
ち

に
聖
体
拝
領
だ
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、
こ
の
出
来

事
を
通
し
て
、
司
祭
を
含
め
て
信
者
一
人
一
人
が
、
信
仰

と
は
何
な
の
か
、
教
会
に
集
ま
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な

の
か
、
ご
聖
体
を
い
た
だ
く
と
は
ど
う
い
う
意
味
が
あ
る

の
か
、
な
ど
に
つ
い
て
、
再
び
考
え
始
め
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。

　
そ
こ
で
改
め
て
気
づ
く
こ
と
は
、
私
た
ち
が
い
た
だ
い

て
い
る
の
は
希
望
の
福
音
、
救
い
の
約
束
で
あ
る
こ
と
、

そ
し
て
、「
い
の
ち
」
や
「
生
き
る
こ
と
」
へ
の
全
面
的

な
肯
定
の
信
仰
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
信
仰
の
喜
び

を
ど
ん
な
時
に
も
、
た
と
え
困
難
や
苦
し
み
が
あ
っ
た
と

し
て
も
、
持
ち
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

京
都
教
区
司
祭
　
森
田
直
樹

�

（
仙
台
教
区
派
遣
中
）
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大船渡教会での黙想会（2018年）
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2020年度カトリック京都司教区 決算報告

　平素より、京都司教区のためにご支援ご協力いただき、厚く御礼申し上げます。今年も
コロナウイルス感染症の感染拡大でいろいろな教会活動が滞っており、皆様もご苦労して
おられることと思います。
　さて、2020年度（2020年 １ 月 １ 日〜12月31日）の、京都司教区の宗教法人本部の会計の
決算について、主な点をご説明させていただきます。

教区本部会計について

　�　当年度の決算は収益計413,821千円、費用計は387,504千円で、当期正味財産増減額は、
26,317千円のプラスとなりました。なお費用のうち130,000千円は、将来の福音宣教活動
のために、福音宣教基金とさせていただきます。

　　１．収益について
　　　　①�小教区からの納付金（A）～（D）は総額で64,753千円でした。コロナ禍の影響で

公開ミサも中止されたにもかかわらず、ご協力をいただき心から感謝申し上げ
ます。

　　　　　�納付金Ｂを₇か月にわたり、減免させていただきましたこともあり、2019年度
よりは、52,860千円の減額となりました。

　　　　②�収益事業損益は、河原町教会敷地内ホテル再建設に係る土地借地権者からの新
規地代等で378,075千円をいただき、税金等を差引し、242,495千円でした。

　　 2．費用について
　　　　①�神学生養成費は通常の負担の他、神学生 2名の経費を計上しております。
　　　　②�人件費は昨年に比べ13,448千円の減額です。本部職員 2名の退職によります。

終わりに

　�　2020年度収益は黒字決算となりましたが、今後、新カトリック会館の建設等で大きな
出費が見込まれます。
　�　今年も、まだコロナ禍の中にあって、教会の諸活動についても不透明な状況です。し
かし、このような社会で多くの人々が生活に大きな困難を抱えており、教会として、わ
たしたちがどのように福音宣教の使命を果たしていくことが出来るのか、その真価が問
われているときだと思います。今までの内向きな、儀式中心で、教会護持中心のあり方
から、わたしたちが脱却していけるかどうかにかかっているように思います。今後とも、
皆様のお祈りとご協力をよろしくお願い致します。

2021年 6 月 1 日
カトリック京都司教区　
本部事務局長　北村善朗
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（単位：千円）　

科　　　目 実　　績 科　　　目 実　　績
Ⅰ　経　　常　　費　　用 255,879 Ⅰ　経 　 常 　 収 　 益 155,057
１ 　福 音 宣 教 活 動 費 44,061 １ 　納 付 金 収 入 76,775
祭 儀 費 112 司 教 司 牧 納 付 金 768
教 育 養 成 費 1,710 司 祭 司 牧 納 付 金 5,072
神 学 生 養 成 費 7,693 小 教 区 納 付 金（Ａ） 23,749
諸 委 員 会 活 動 費 1,167 小 教 区 納 付 金（Ｂ） 28,466
教 区 事 業 活 動 費 31,281 小 教 区 納 付 金（Ｃ） 11,349
諸 活動団体補助金 284 小 教 区 納 付 金（Ｄ） 1,189
ア ジ ア 交 流 費 0 福 音 宣 教 協 力 金 2,662
済 州 交 流 費 278 建 設 分 担 金 収 入 3,520
国 際 交 流 費 511
会 議 費 618
図 書 費・諸 会 費 189
福 音 宣 教 企 画 室 218 ２ 　福 音 宣 教 企 画 室 14

２ 　管　　 　理　　 　費 198,860
人 件 費 97,893
維 持 管 理 費 5,723
事 務 管 理 費 15,134
減 価 償 却 費 80,110

３ 　寄　付　金　支　出 150 3 　寄　付　金　収　入 40,272
一 般 寄 付 金 収 入 40,272
そ の 他 の 寄 付 金 0

４ 　特 定 献 金 支 出 5,569 ４ 　特 定 献 金 収 入 5,569
５ 　墓 地 勘 定 支 出 7,239 ５ 　墓 地 勘 定 収 入 8,289
墓 苑 管 理・整 備 費 7,180 墓 苑 使 用 料 2,570
（神の園）管理祭儀費 59 墓 地 祭 儀 収 入 5,603

（神の園）使用料収入等 116
6 　雑　　 　収　　 　益 24,138
預 金 利 息 収 入 23,388
雑 収 入 750

Ⅱ　特 別 勘 定 支 出 427 Ⅱ　特 別 勘 定 収 入 11,370
一 万 匹 の 蟻 427 一 粒 会 10,250

ア ジ ア 基 金 296
済 州 基 金 217
一 万 匹 の 蟻 427
国 際 協 力 基 金 180

Ⅲ　経　常　外　費　用 131,198 Ⅲ　経　常　外　収　益 4,899
固 定 資 産 売 却 損 218 固 定 資 産 売 却 益 4,439
投資有価証券売却損 0 投資有価証券売却益 460
墓 地 積 立 金 繰 入 0 墓地積立金取崩益 0
固 定 資 産 除 却 損 120
特 別 積 立 金 繰 入 0 Ⅳ　収 益 事 業 損 益 242,495
雑 損 失 860
福 音 宣 教 基 金 130,000

費 用 計 387,504 収 益 計 413,821

当期正味財産増減額 26,317

費 用 合 計 413,821 収 益 合 計 413,821

京都司教区　2020年度　教区本部決算報告書
自2020年１月１日　至2020年12月31日
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忍
者
と
芭
蕉
の
城
下
町
へ

　
４
月
14
日
、
６
月
で
京
都
教
区
を
離
れ
ら
れ

る
ロ
ド
リ
ゲ
ス
神
父
様（
メ
リ
ノ
ー
ル
宣
教
会
）

に
会
い
に
、
春
爛
漫
の
伊
賀
上
野
を
訪
れ
ま
し

た
。

　
教
会
に
着
く
と
聖
書
の
分
か
ち
合
い
の
時
間

で
、
神
父
様
は
集
っ
て
い
た
お
一
人
お
一
人
の

お
名
前
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

救
世
主
国
で
の
５
歳
の
決
断

　
ロ
ベ
ル
ト
・
ウ
イ
ル
フ
レ
ド
・
ザ
バ
ラ
・
ロ

ド
リ
ゲ
ス
神
父
様
は
１
９
５
８
年
２
月
14
日
に

エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
エ
ル
サ

ル
バ
ド
ル
は
漢
字
で
書
く
と
「
救
世
主
国
」
で

す
。
す
で
に
５
歳
の
時
に
は
神
父
に
な
る
と
決

め
て
い
ま
し
た
。
白
い
大
き
な
タ
オ
ル
を
羽

織
っ
て
神
父
様
の
ま
ね
を
し
、
兄
弟
姉
妹
を
信

者
役
に
し
て
、
よ
く
ミ
サ
ご
っ
こ
を
し
て
遊
ん

で
い
ま
し
た
。
成
績
は
い
つ
も
ト
ッ
プ
の
優
等

生
で
、
お
父
様
は
弁
護
士
か
軍
人
に
し
た
か
っ

た
よ
う
で
す
が
、
司
祭
に
な
る
夢
は
変
わ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
教
会
活
動
や
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
18
歳
で
教
師
と
な
り

カ
ト
リ
ッ
ク
学
校
の
教
壇
に
立
ち
、
22
歳
の
時

に
は
イ
エ
ズ
ス
会
へ
の
入
会
審
査
に
合
格
し
、

パ
ナ
マ
の
修
練
院
に
行
く
こ
と
が
決
ま
っ
て
い

ま
し
た
。

内
戦
の
た
め
ア
メ
リ
カ
へ

　
と
こ
ろ
が
、
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
で
の
内
戦
が

激
化
。
修
練
者
に
な
る
こ
と
さ
え
す
っ
か
り
忘

れ
る
ほ
ど
の
混
乱
の
中
、
ア
メ
リ
カ
に
移
住
し

ま
し
た
。
生
活
の
た
め
に
様
々
な
仕
事
を
し
て

い
ま
し
た
が
、
あ
る
と
き
見
か
け
た
メ
リ
ノ
ー

ル
会
の
雑
誌
が
、
神
父
様
の
心
を
大
き
く
動
か

し
ま
し
た
。
餓
え
や
病
気
で
困
っ
て
い
る
貧
し

い
人
た
ち
の
た
め
に
、
自
分
の
す
べ
て
を
捧
げ

た
い
と
い
う
気
持
ち
を
強
く
抱
い
た
そ
う
で

す
。
そ
の
後
カ
ナ
ダ
に
移
住
し
た
と
き
、
メ
リ

ノ
ー
ル
会
司
祭
と
の
出
会
い
に
恵
ま
れ
、
入
会

を
決
意
し
ま
し
た
。
神
学
生
の
時
に
２
年
間
を

過
ご
し
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
、
イ
エ
ス
様
を
人
々

に
伝
え
た
い
と
い
う
思
い
は
ま
す
ま
す
深
ま
っ

て
い
き
ま
し
た
。

叙
階
さ
れ
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
教
会
で
働
く

　
１
９
９
５
年
６
月
10
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

メ
リ
ノ
ー
ル
会
本
部
で
司
祭
に
叙
階
さ
れ
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ミ
ン
ダ
ナ
オ
の
教
会
で
の
司
牧

が
始
ま
り
ま
し
た
。
大
忙
し
の
毎
日
で
休
む
暇

は
ま
っ
た
く
な
く
、
教
会
は
い
つ
も
多
く
の
人

で
溢
れ
て
い
ま
し
た
。「
ま
る
で
駅
の
よ
う
だ
っ

た
」
と
回
想
し
な
が
ら
、
当
時
の
体
験
を
語
る

神
父
様
の
顔
が
、
い
き
い
き
と
輝
き
出
し
ま

す
。
や
が
て
ア
メ
リ
カ
に
も
ど
り
、
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
の
地
区
本
部
で
働
き
、
平
日
は
事
務
局
で

仕
事
、
週
末
は
資
金
集
め
や
召
命
募
集
の
た
め

に
、
あ
ち
こ
ち
の
教
会
を
奔
走
す
る
日
々
が
続

き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う

　
ロ
ド
リ
ゲ
ス
神
父
様

忍者電車で伊賀上野に到着

上野教会聖堂にて
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来
日
し
津
教
会
へ
着
任

　
こ
う
し
て
10
年
間
ほ
ど
組
織
を
支
え
る
勤
め

を
果
た
し
、
宣
教
師
と
し
て
の
仕
事
か
ら
離
れ

て
い
ま
し
た
が
、
あ
る
時
、
上
長
か
ら
日
本
へ

の
派
遣
を
告
げ
ら
れ
ま
し
た
。
最
初
に
思
っ
た

の
は
日
本
語
が
難
し
い
と
い
う
不
安
で
し
た

が
、
も
と
よ
り
与
え
ら
れ
た
仕
事
に
自
分
を
捧

げ
る
覚
悟
は
で
き
て
い
ま
し
た
。
２
０
０
９
年

５
月
に
来
日
。
果
物
が
あ
ま
り
に
高
い
の
に

び
っ
く
り
し
つ
つ
、
東
京
で
日
本
語
の
勉
強
を

し
な
が
ら
近
隣
の
教
会
の
ミ
サ
を
手
伝
い
ま
し

た
。
そ
し
て
２
０
１
２
年
８
月
に
津
教
会
に
着

任
さ
れ
、
京
都
教
区
で
の
ご
活
躍
が
始
ま
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
大
津
教
会
を
経
て
、
現
在
は

名
張
教
会
に
お
ら
れ
ま
す
。
日
本
の
教
会
に
は

多
く
の
外
国
人
が
集
ま
り
、
そ
こ
に
本
当
の
キ

リ
ス
ト
の
教
会
の
姿
が
現
れ
て
い
る
こ
と
を
感

じ
て
い
る
一
方
、
教
会
に
来
る
日
本
人
の
若
者

が
少
な
い
こ
と
、
ミ
サ
以
外
の
活
動
が
乏
し
い

こ
と
、
福
音
宣
教
が
あ
ま
り
活
発
で
は
な
い
こ

と
が
心
配
だ
と
も
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

イ
エ
ス
様
に
選
ば
れ
て

　
昨
年
６
月
で
司
祭
叙
階
25
周
年
を
迎
え
ら
れ

た
神
父
様
で
す
が
、
辛
い
こ
と
は
あ
っ
て
も
司

祭
を
や
め
た
い
と
思
っ
た
こ
と
は
一
度
も
無

か
っ
た
そ
う
で
す
。
５
歳
の
時
か
ら
力
強
く
イ

エ
ス
様
に
捕
ら
え
ら
れ
て
い
た
神
父
様
に
ふ
さ

わ
し
く
、
好
き
な
聖
書
の
言
葉
を
お
聞
き
す
る

と
、
即
座
に
、「
あ
な
た
が
た
が
私
を
選
ん
だ

の
で
は
な
い
。
私
が
あ
な
た
が
た
を
選
ん
だ
」

（
ヨ
ハ
ネ
15
・
16
）
と
い
う
イ
エ
ス
様
の
言
葉

を
お
答
え
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
最
後
に
日
本
の

皆
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
聞
き
し
ま
し

た
。「
イ
エ
ス
様
が
自
分
の
救
い
主
で
あ
る
こ

と
を
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
イ
エ
ス
様
の
よ

う
に
生
き
て
く
だ
さ
い
。
神
様
の
祝
福
が
皆
様

に
あ
り
ま
す
よ
う
に
」。

新
し
い
任
務
へ
と
旅
立
つ

　
今
回
、
神
父
様
は
ス
ペ
イ
ン
語
で
、
そ
し
て
、

時
折
日
本
語
で
お
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

長
時
間
に
お
よ
ぶ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
快
く
応
じ

て
く
だ
さ
っ
た
神
父
様
と
、
通
訳
を
し
て
く
だ

さ
っ
た
サ
カ
タ
ハ
ル
エ
様
に
感
謝
申
し
あ
げ
ま

す
。

　
上
野
教
会
で
信
徒
の
皆
さ
ん
と
接
し
て
お
ら

れ
る
お
姿
か
ら
、
神
父
様
の
豪
快
か
つ
繊
細
な

お
人
柄
を
感
じ
、
キ
リ
ス
ト
に
自
分
を
捧
げ
た

い
と
い
う
幼
少
の
頃
か
ら
の
願
い
が
、
自
然
に

溢
れ
出
て
い
る
の
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
今

後
は
ア
メ
リ
カ
で
、
召
命
担
当
の
任
務
に
就
か

れ
る
予
定
で
す
。
日
本
で
の
12
年
間
の
ご
奉
仕

に
感
謝
し
、
こ
れ
か
ら
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
申

し
あ
げ
ま
す
。

�

広
報
委
員
会
担
当
司
祭
　
菅
原
友
明

上野教会の皆さんと

インタビューのようす
通訳のサカタハルエさんと
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高校生のみなさん、オンライン登録をよろしくお願いします！

　コロナウイルスのために集うことができない状況ですが、オンライン高校生会を実施
していく予定です。第₁回を₃月26日に開催し、参加者₉名と担当司祭₃名が Zoom で
つながることができました。
　オンライン登録をしていただければ、毎回自動的に Zoom の招待メールをお送りいた
します。対面行事が可能になった場合等の連絡もさせていただきます。下記アドレスに
氏名、学年、教会名、連絡先電話番号をメールするだけで登録完了です。各回の参加は
自由ですので、まずは登録だけでもよろしくお願いします。なお前回参加者はすでに登
録済です。
　「青春の日々にこそ、あなたの造り主を覚えよ」（コヘレト12 ： ₁）。
　リモートで信仰の仲間と共に、よい分かち合いのひとときを過ごしましょう！
　
　　登録メール送信先　sugawara@kyoto.catholic.jp
　　　　　　　　　　　　　　　　 高校生会担当司祭　ホセ・アントニオ・Ｃ．
　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　ホセ・Ａ.ゴンザレス
　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　菅原 友明

中学生会　2021年春のオンラインの集い（₃/29）報告
テーマ：祈りってなあに？　～神様とつながろう～

　2020年冬と同様、新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、今年の春もオンライン
での開催となりました。また、例年であれば冬合宿にしていた卒業式ができなかったた
め、今回は新高校₁年生にも参加してもらって、卒業式をしました。
　分かち合いでは、この₁年でどんな時にお祈りをしていたか、神父様の祈りについて
の講話を聴いて何を思ったか、これからどんなお祈りをしたいかを分かち合いました。
卒業生たちは、写真を見ながらこれまでの中学生会でやってきたことを思い出したり、
高校生会へ向けての思いをお互いに共有したりと、自由な時間を作りました。そして、
その後の卒業式では、まだ合宿を経験していない後輩たちへ、熱いメッセージを送って
くれました。
　オンラインなので、どうしても発言のしにくさは感じましたが、その中でも中学生た
ちは意味のある交流ができたと思いますし、このオンラインの集いに参加してよかった
と思ってもらえたら嬉しいです。参加してくれた中学生、今回に向けて準備してくだ
さった保護者の皆さまや小教区の皆さま、本当にありがとうございました。また会いま
しょう！
� 中学生会リーダー　西院教会　粟井　　幹

＊＊＊＊＊　青少年委員会より　＊＊＊＊＊
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ト
マ
の
つ
ぶ
や
き

「
神
を
観
想
す
る
人
　
ヨ
セ
フ
」

　
婚
約
者
マ
リ
ア

の
身
ご
も
り
を

知
っ
た
ヨ
セ
フ

は
、
正
し
い
人
で

あ
っ
た
の
で
…
ひ

そ
か
に
離
縁
し
よ

う
と
決
心
し
た
。

（
マ
タ
イ
１
・
18
～
19
参
照
）

　
決
心
の
理
由
は
、
マ
リ
ア
の
身
ご
も
り
に
疑
い
を
持

た
れ
た
の
か
、
何
か
神
秘
を
感
じ
と
ら
れ
て
謙
虚
に
身

を
引
こ
う
と
さ
れ
た
の
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
で
も
、

そ
の
場
合
、
意
思
と
理
解
、
優
し
さ
を
も
っ
て
人
の

中
に
行
わ
れ
る
神
の
み
わ
ざ
を
見
つ
め
た
い
と
思
い
ま

す
。
も
し
、
ヨ
セ
フ
の
優
し
さ
と
し
て
と
ら
え
る
な
ら

ば
、
神
は
す
ば
ら
し
い
答
え
を
く
だ
さ
い
ま
す
。
そ
れ

は
、
ヨ
セ
フ
は
、
夢
見
る
人
、
神
の
啓
示
に
心
開
く
人

で
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
そ
の
神
の
出
来
事
に
心
を
留
め
て
考
え
合

わ
せ
る
人
、
祈
り
と
観
想
の
人
、
神
の
出
来
事
の
「
コ

ト
」
と
、
み
こ
と
ば
の
「
コ
ト
」
に
心
開
く
人
。
そ
れ

は
ヨ
セ
フ
の
人
間
性
と
、
神
の
人
と
し
て
の
「
神
と
の

交
わ
り
（
つ
な
が
り
）」
の
神
秘
を
輝
か
す
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
私
た
ち
も
ヨ
セ
フ
の
よ
う
に
、
神
の
ひ
と
り
子
キ
リ

ス
ト
と
そ
の
母
マ
リ
ア
を
、
そ
し
て
父
に
在
す
神
を
観

想
し
続
け
る
も
の
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

�

広
報
委
員
会
担
当
司
祭
　
村
上
透
磨

青年センターあんてな

← 青年センターのＨＰも
　　見てね！

聖ヨゼフ修道会
本部修道院のヨセフ像

　新学期が始まりましたね。
　多くの方が、新しい環境への期待と不安を抱えているのではないかと思います。私
もそのうちの₁人です。新しいクラスや今学期から始まるゼミのことを思い、とても
ワクワクしていると同時に、多くの学生が集まる大学で授業を受けることや、通学す
るために満員電車に乗ることを不安に感じています。
　また、春は気温も心地良く「遠い所に出かけたい！　何か新しいことにチャレンジ
したい！」という気持ちになりますが、今年も昨年同様に、そのようなことはあまり
出来ないと思います。本当に寂しいです。
　ですが、私は、行動範囲が狭くなった代わりに、視野を広く持つことが出来るよう
になったと感じています。外出できなくても家で、今まで苦手でしていなかったビデ
オ通話や工作などに興味を持ちはじめました。そして、苦手だと避けていたことが本
当はとても楽しいことだったと気づくことが出来ました。
　みなさんも、楽しみが減り、辛く感じることがあると思いますが、今だからこそ出
来る新しい楽しみを見つけて頑張りましょう！�
� 運営委員／唐崎教会　池田瑠智亜

2020年12月₈日～2021年12月₈日は「ヨセフ年」
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大塚司教の₆月のスケジュール
　�新型コロナウイルス感染症の影響のため、スケジュールが変更される
場合がありますので、最新の情報は京都司教区のホームページにてご
確認ください。

₆月のお知らせ
教　　　区

聖書委員会
 オンライン聖書講座
 「救い・いのち・喜び」
　₅～11月まで全12回配信
　�全講座を通しての申込は終了しました
が、単発での受講は可能です。
　�詳しくは京都教区のＨＰをご覧くださ
い。問合せは聖書委員会まで。
　�・メール／seisho@kyoto.catholic.jp
　・TEL／075（366）6609
広報委員会
　�お知らせに載せたい情報は、原稿締切り
日までに教区本部事務局宛
　�・メール／honbu@kyoto.catholic.jp
　・Fax／075（366）6679 
　�発信者のお名前を明記の上お寄せくださ
い。

※ ₈月号の原稿締切り日は₆月21日㊊です。

諸　団　体

京都カトリック混声合唱団
　練　習：13日㊐ 14：00 洛星宗教研究館
　　　　　26日㊏ 18：00 
� ミサ奉仕後 河原町教会聖堂
　�現在活動休止中。再開時、団員には連絡
します。

　問合せ：075（951）4283 則武　隆
コーロ・チェレステ（女声コーラス）
　練　習：10日㊍・24日㊍ 10：00
� 河原町教会₂階楽廊　 　　
　中止の場合は連絡網にて連絡します。
　問合せ：075（701）3303 岡田久美
カトリック京都働く人の家（九条教会内）
　定例会：13日㊐ 15：30～17：30
　対　象：15歳～35歳の方　どなたでも
　問合せ：090（8207）1831 瀧野正三郎
聴覚障がい者の会
　�新型コロナ感染症蔓延のこのような緊迫
した状況を考慮し、担当司祭と相談の
上、収束が見通せるようになるまで当面
の間、当活動を休会します。

　問合せ：TEL・Fax/075（723）1135 傳　裕子
心のともしび　ラジオ番組案内
� （全国34局で放送）
　ＫＢＳ京都　㊊～㊎ 朝₅：55
　　　　　　　　　㊏ 朝₅：15
　ラジオ関西　㊊～㊎ 朝₅：00
　　　　　　　　　㊐ 朝₆：05
　₆月のテーマ「いつくしみ」

スマートフォンでQRコード
を読み込むとチラシが見ら
れます。

ヌヴェール愛徳修道会 日本創立100周年

　1921年₅月₈日、神戸港に到着した
₇人のフランス人シスターが日本の地
に種を蒔いて、100年が経ちました。
　新型コロナウイルスによる状況を踏
まえ、内々でのお祝いをすることにな
ります。
　これまでのお祈りにあらためて感謝
申し上げます。今後ともどうぞよろし
くお願いいたします。

� ヌヴェール愛徳修道会日本地区
� 地区長・二宮昌子　姉妹一同
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